
平成2 8年度『希望（のぞみ)』第6 学年単元における評価の実際

本単元，「奏でよう自分物語～京都旅情編～」は 3 つの資質・能力の中の「課題対応能力」
育成に焦点化して取り組んだ単元である。育成の手立てとして⑩資質・能力に関するルーブリ

ックを作成し1 時間の授業の中で引き出し価値づけていく姿を明確にして授業を設計し，②教
師と子どもで考えた「なりたい自分」を評価の指標とした自己評価活動を毎時間授業後に行い
③自分と集団を見つめる時間として「修学旅行の学びをもとに，よりよい集団を作っていくた
めに自分ができることを考える」授業を設定した。これらの手立てによって，「課題対応能力｜

及び「参画」の意識が高まったことが，本実践の特徴である。 図1 修学旅行の様子
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平成2 8年度『希望（のぞみ)』第8 学年単元における評価の実際

幼小中合同運動会ダンスを成功させるための問題解決学習に取り組み，課題

対応能力を高めた口家庭科の学習や園児の保護者から聞いたことをもとに，

幼児の特徴を踏まえた計画を立て，自分自身の対応や相手の反応を振り返っ

たことが特徴である。 図1 園児との交流（出会い）

1 単元指導計画

(1) 評価規準

(2)単元の計画

第1 次 取り組みの意義の確認・目標設定・情報収集・計画（3 時間）

第2 次 園児や4 年生との練習の場での取り組みの実施と振り返り（5 時間

第3 次 活動の振り返りと次への目標設定（2 時間）

2 実践における評価活動の特徴

( 1) 主体的に自己を変容させることにつながる評価方法(Iノエ1牛ロソI－p E さ柔合ご~こつ－こ1－－ﾉ' d-〃､o同十1山ﾉｺﾉ五 図2 保護者ｿ、のインタビユー
「園児さんが笑顔で踊れるようにするにはどうしたらよいか考え実行する」を

単元を通して解決すべき課題として，選曲や振付，衣装を工夫したﾀ ﾝ ｽ を倉|l作し，園児に教えたり，園

児の保護者にインタビューしたことをもとに関わり方を改善したりした。そして，毎時間の振り返りをOPP

（ワンベーパーポートフォリオ）に綴り，自分の変化を見つめたり，友達と交流したりすることにより，

自他の変容に気づいたり， 課題i碧戎のための取組を工夫することができるようにした｡

(2)パフォーマンス課題とルーブリック評価（課題対応能力を中心に）
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を判断して行動できるようにすZ

育成すそ

能力
人間関係形成・社会形成能力 キャリアプランニング能 課題対応能力

単元

評価規準

学校園の週稚園児や4 年生児童，
つながる体験的な活動を通して，

手の立場や気もちを尊重しなが

考えや思いを伝え合い，よりよい

係を築くことができる（

人とのかかわりの中で成長し

きた自分や，これからの自分につル

て考え, すべきことを半I｣断して行動

できるようにする。

運動会行事のリーダーとなり，＊

児・4 年生・8 年生がねらいを達成

するためにどうしたらよいかを考

え実行し，その成果を振り返り，孜
へつなぐことができる．

パ フォーマ ンス ルーフリ ック言

園児さんが笑顔で踊れるように

するにはどうしたらよいか考え

実行する。

図3 運動会でのダンプ
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